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平均の夜間勤務歴は 7.6±6.1年であり、その頻度は 5.4±1.9回/月であった。全体 36例に
おいて、CFR は夜間勤務後で有意に低下していた（夜間勤務；3.8±0.6 vs 通常勤務；4.1
±0.6、p<0.001）。脂質異常症もしくは喫煙を有する 10例ではリスクのない例に比して CFR
低下の程度が大きかったが、症例数が少ないために統計的有意差にいたらなかった















はアデノシン三リン酸(140μg/Kg/min、2 分間)を用いた。通常勤務翌日の午前 9 時に心エコー図検
査を再度行い、夜間勤務後の結果と比較した。36例中、1例で脂質異常症、8例で喫煙、1例は脂質
異常症と喫煙のリスクを有していた。平均の夜間勤務歴は 7.6±6.1年であり、その頻度は 5.4±1.9
回/月であった。全体 36例において、CFRは夜間勤務後で有意に低下していた(通常勤務;4.1±0.6 vs 
夜間勤務; 3.8±0.6, p<0.001)。脂質異常症もしくは喫煙を有する 10例ではリスクのない例に比し
て CFR 低下の程度が大きかったが、症例数が少ないために統計的有意差にいたらなかった(－0.48±
0.38 vs－0.23±0.47, P=0.1)。CFR の低下の程度は Framingham リスクスコアと相関したが
(r=0.35,p=0.036)、その他の臨床背景因子や血液検査所見とは相関がなかった。以上より女性看護師
において、夜間勤務が冠微小循環を悪化させることが判明した。 
以上の研究は、夜間勤務が心血管疾患発症に与える機序解明に大きく貢献するものであり、 
本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。 
